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カ
メ
i

カ
ユ

の
み
で
、
一
名
椀
貸
の
森
と
も
い
ふ
。
椀
貸
停
誌
が
一
カ
モ
カ
ハ
胤
京
都
巾
町
野
郷
に
脇
す
る
一
一
時
代
で
は
、
行
揃

-
h制
・
矢
駄
・
安
津
見
・
安
津
見
新

あ

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

一

都

務

。

の

涜

ヶ

村

荷

禽

ん

で

阿

た

。

そ

の

内

安

油

見

新

は

新

カ
メ
ワ
リ
ザ
カ
瓶
割
援
金
探
陣
川
の
大
橋
か
一
カ
モ
ガ
ハ
イ
シ
鴨
川
石
版
雫
郡
明
川
に
旋
す
ト
聞
の
鵠
wm
で
あ
る
。

ら
野
町
ヘ
寝
る
橋
爪
の
小
坂
の
古
名
で
あ
る
。
名
稽
一
る
石
材
。
合
般
化
銅
紡
土
の
限
化
し
た
も
の
で
、
代
カ
モ
ジ
ン
ジ
ヤ
加
茂
紳
一
紅
白
山
犯
に
『
凶
之

の
起
原
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
緒
色
荷
量
し
、
一
一
聞
に
般
縫
紋
の
波
蝕
作
用
荷
受
八
枇
常
、
山
山
-
W
M
生
・
府
府
・
熊
川
製
・
加
茂
市
川
喝
・
跡

カ
メ
ワ

9
ザ
カ
縮
喝
破
援
白
山
な
る
陪
添
口
の
一
け
、
甚
だ
鼠
い
0

・

符

小

一

例

・

佑

郷

武

官

腕

・

八

幡

乃

者

。

』

と

見

え

る

。

安

宅

m
R
協
に
在
っ
て
、
脱
清
水
設
の
上
で
あ
る
。
勝
傍
に
一
カ
モ
シ
カ
給
牟
白
山
の
み
な
ら
ず
.
版
下
一
・
は
能
楽
榔
で
あ
ろ
が
、
今
さ
ろ
制
祉
や
・
咋
せ
ぬ
。

到
の
破
片
の
朕
荷
な
す
も
の
が
多
い
。
議
し
地
質
赤
一
一
般
の
深
山
に
桜
息
す
ろ
が
、
近
策
特
し
〈
減
少
し
た
?
カ
モ
ジ
ン
タ
ヤ
加
茂
紳
結
羽
咋
郁
矢
駄
に
在

色
の
納
土
で
あ
る
が
、
雨
の
鑓
に
融
解
し
て
講
中
に
一
本
勝
で
は
之
宥
カ
ペ
ジ
ジ
・
ニ
グ
ジ
シ
交
は
ク
ラ
ジ
ろ
。
常
駐
に
女
綿
一
一
一
年
の
抑
札
一
枚
売
縦
す
る
。
叉

隠
滞
し
、
烈
日
に
曾
う
て
曝
乾
す
る
時
は
、
片
々
反
一

γ
と

言

う

て

ゐ

る

。

懸

仰

一

一

聞

が

あ

っ

て

、

そ

の

裟

而

巾

央

に

『

奉

懸

御

剥
し
て
こ
の
紋
宥
鑓
す
も
の
で
あ
る
o

一
カ
モ
シ
マ
鴨
島
得
山
支
持
実
利
一
一
年
九
月
得
疋
鯨
一
一
間
百
不
動
館
三
館
純
子
』
叉
雨
側
に
、
『
土

カ
モ
加
茂
一
一
号
江
沼
郡
四
十
九
院
谷
に
島
す
一
回
読
房
巾
箪
忠
肢
に
、
『
去
八
且
什
八
日
大
将
育
見
一
問
賀
茂
院
悦
布
謝
祉
御
従
前
命
願
所
。
右
殻
趣
者
箆

る
部
帯
。
笈
憩
紀
聞
に
、
こ
の
村
に
腰
掛
け
る
時
は
一
修
理
苑
般
常
凶
能
稜
烏
御
波
向
之
閥
、
読
隠
臨
=
御
一
割
常
一
…
慨
悉
地
成
就
翠
懸
口
口
巴
。

mω
恋
敵
之
如

健
我
売
す
る
と
い
ふ
石
が
あ
る
と
。
叉
江
沼
志
稿
に
一
手
吋
於
=
鴨
島
似
補
】
致
-
一
合
戦
-
混
じ
訴
閥
徒
一
明
。
』
と
一
斯
。
臨
永
一
一
年
乙
亥
八
月
十
一
一
日
。
大
願
主
石
動
山

は
、
こ
の
領
の
南
に
中
納
言
採
清
水
が
あ
る
。
陵
安
一
あ
る
が
、
こ
の
鴨
島
は
飽
菅
島
な
る
閥
均
郡
悶
村
領
一
住
椀
少
併
都
術
院
問
主
的
。
大
工
mm咋
鬼
市
住
右
M
m

元

年

十

月

前

間

利

常

の

山

代

入

湯

の

際

御

茶

の

水

と

一

の

陶

島

の

鵡

で

あ

る

。

次

郎

o
b
と
掛
か
れ
て

mhリ
、
砲
と
れ
布
謝
祉
と
都
し

し

て

用

ひ

た

と

記

す

る

。

一

カ

モ

シ

ヤ

ロ

ヨ

ウ

賀

茂

枇

領

河

北

部

長

持

庄

一

て

阿

た

の

で

あ

ら

う

。

カ
モ
加
茂
利
指
郡
英

m郷
に
屈
す
る
部
w
m
o

一
に
賀
茂
別
爾
制
祉
の
耐
領
が
あ
っ
た
こ
と
は
静
永
三
一
カ
号
ジ
ン
ジ
ヤ
賀
茂
紳
社
江
泊
榔
加
茂
の
銀

三
宮
古
杷
近
年
水
引
納
入
沙
汰
滋
分
事
の
僚
に
、
『
英
一
一
年
乃
安
永
隊
十
ご
年
の
交
併
に
見
え
、
明
郎
七
年
の
一
守
で
あ
る
。
江
泊
志
稲
に
御
手
洗
川
が
あ
っ
て
、
そ

m村
紺
一
端
、
賀
茂
畷
ヨ
リ
北
大
見
河
』
と
あ
る
賀
一
文
書
に
は
、
加
茂
祉
の
紳
領
に
能
州
加
茂
肢
と
あ
一
の
水
源
は
御
手
洗
井
の
申
か
ら
調
印
す
る
と
あ
る
。

茂

畷

は

是

で

あ

ら

う

。

一

る

。

然

れ

ば

年

不

祥

秀

吉

か

ら

前

m利
家
宛
所
の
消
一
カ
モ
ジ
ン
ジ
ヤ
賀
茂
締
結
湖
北
部
金
津
庄
に

カ
モ
ア
シ
鶴
岡
山
…
守
か
ま
し
は
鴨
闘
の
約
一
息
に
、
加
茂
祉
領
能
州
羽
咋
郡
内
訂
.
d利
有
之
分
弁
一
あ
っ
て
、
延
書
式
所
殺
の
跡
祉
で
あ
る
。
式
内
等
萄

で
、
俣
稗
と
も
い
ひ
、
稗
の
一
一
概
で
あ
る
。
白
山
山
一
加
州
金
津
庄
十
字
村
と
あ
る
の
は
上
記
の
こ
つ
や
・
指
↑
世
記
に
、
『
賀
茂
利
社
、
式
内
一
座
‘
金
津
庄
横
山
鎮

麓
地
方
に
多
〈
作
る
。
黒
本
植
の
紋
に
、
『
秋
の
回
に
一
す
も
の
で
あ
る
。
康
正
ご
年
造
内
市
武
段
銭
放
凶
役
引
一
座
。
祭
訓
賀
茂
別
宿
命
。
滋
僻
一
京
0

金
津
庄
往
古
以

か
ま

L
作
り
て
冬
徳
る
伏
屋
淋
し
き
風
嵐
の
村
0
』
一
付
に
、
鴨
祉
領
開
波
庄
と
あ
る
の
は
何
所
の
こ
と
弘
一
来
賀
茂
別
常
利
之
枇
領
也
。
故
勅
ι
締
庄
内
惣
祉
-
也
。

カ
モ
ウ
ラ
鴫
浦
鴎
荒
郡
輪
島
の
商
北
に
あ
る
一
も
知
れ
ぬ
が
、
矢
張
り
金
棒
庄
の
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
。
一
末
祉
多
o
』
と
見
え
る
o
古
へ
は
木
禄
前
主
・
若
宮
静

夫
前
山
の
鏡
下
、
奇
石
健
岩
錯
綜
す
る
腕
を
い
ふ
。
一
カ
モ
シ
ョ
ウ
賀
茂
底
承
久
=
一
年
注
泌
の
能
積
一
中
一
之
に
奉
仕
し
た
が
、
木
棟
前
宅
は
断
絶
し
た
。
叉

能
帝
.
名
跡
志
に
、
『
納
の
滋
よ
り
輪
島
崎
ヘ
滋
俸
を
、
一
回

m撤
回
録
に
、
羽
咋
郡
の
号
ち
に
『
賀
茂
班
、
拳
一

mm
笛
に
天
台
宗
商
照
寺
が
あ
っ
た
。

鴨
浦
と
て
紹
農
な
り
。
輸
の
地
獄
な
ど
い
ひ
て
面
白
一
拾
町
、
役
古
庄
也
不
v
知
目
年
紀
誌
と
見
え
、
賀
茂
詮
↑
カ
モ
ノ
鴨
野
江
沼
榔
に
臨
す
る
o
Z
A
E
八
年

き
腕
あ
り
て
、
輪
島
よ
り
遊
山
厨
な
り
。
』
と
あ
る
。
一
態
灘
短
所
職
永

E
七
年
三
周
十
四
日
出
山
義
元
の
吠
一
一
穂
町
小
ご
郎
松
山
健
に
雌
る
そ
、
柴

m勝
家
関
野
に

カ
号
ウ
9
ヤ
マ
各
瓜
山
石
川
郡
申
宮
温
泉
の
一
に
は
、
静
領
能
州
賀
茂
抵
抗
と
あ
っ
て
、
賀
茂
別
宿
世
一
陣
し
て
之
や
・
攻
め
、
臨
長
五
年
に
も
前

m利
政
こ
弘

北
方
に
笛
る
山
。
高
さ
ヱ
ハ
二
人
米
。
地
質
石
英
組
一
領
で
あ
る
o
後
世
亦
加
茂
庄
の
名
を
存
す
る
。
一
に
陣
し
た
。
越
菅
賀
三
州
志
故
埴
考
に
、
鴨
野
は
抵

・Mm

鴨
J1I 
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の
附
廷
は
開
墾
せ
ら
れ
て
泊
跡
が
明
ら
か
で
な
い
。

唯
加
茂
村
が
あ
る
許
り
だ
と
記
さ
れ
て
跨
る
。

カ
モ
ノ
イ
ヘ
Z

鴨
野
伊
兵
衛
初
め
て
前
川
利

家
に
仕
へ
て
百
五
十
石
脅
領
し
た
。
子
孫
六
代
Mm.牛

肉
質
に
荒
り
、
安
永
七
年
七
用
十
四
日
下
女
守
刺
伐

L
た
後
自
智
し
て
断
絶
し
た
。

カ
モ
ノ
シ
ョ
ウ
ム
ラ
加
茂
庄
村
↓
マ

y
ポ
ウ

イ

y

情
的
従
院
。

カ
モ
リ
ヨ
ウ
鳴
海

4
ザ
カ
ア
ミ
坂
制
。

カ
ヤ
タ
キ
モ
イ
リ
加
役
肝
厳
滞
政
の
昨
、
十

村
配
下
一
組
の
内
、
一
村
に
て
巾
分
あ
り
、
諸
版
刷

の
翻
資
な
ど
そ
要
す
る
時
、
他
の
有
力
な
る
肝
前
…
や

臨
時
に
指
加
へ
る
や
・
い
ひ
、
十
村
限
り
に
て
命
ず
心

も
の
で
あ
っ
た
。

カ
ヤ
ド
栢
戸
臨
島
郡
搾
野
の
内
の
小
学
。

カ
ヤ
ノ
栢
野
江
泊
部
奥
山
方
に
鴎
す
ろ
郎
前
。

カ
ヤ
ノ
キ
栢
木
羽
咋
郡
山
木
院
に
臨
す
乙
郎

務。
カ
ヤ
ノ
キ
ガ
ハ
栢
木
川
』
サ
カ
ミ
ガ
ハ
洞

見
川
。カ

ヤ
ノ
ノ
オ
ホ
ス
ギ
栢
野
の
大
杉
江
訓
郡
稲

野
菅
原
制
祉
の
境
内
に
四
様
の

R
移
が
あ
る
。
そ
の

最
大
な
る
も
の
は
土
際
の
幹
同
一
一
米
、
・
地
上
一
米

況
の
幹
陶
八
米
三
、
地
上
四
米
八
の
幹
閥
九
米
に
し

て
、
直
に
爾
分
し
、
東
幹
胤
閥
有
一
米
一
一
、
西
幹
問
附

六
米
一
一
と
な
0
.
樹
高
凡
べ
て
荒
四
米
を
測
ろ
o
他

に
縦
廻
一

O
米
九
、
七
米
九
、
回
米
首
.
の
も
の
が
あ

り
、
昭
和
三
年
十
一
周
三
十
日
天
然
記
念
物
に
指
定

せ
ら
れ
た
。

カ
ヤ
ヤ
マ
華
山

字
。カ

a
モ
チ
バ
4
4

守カ

キ

河
北
部
御
所
の
内
の
小


